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富山大学文理学部規程の一部改正
富山大学 文理学部規程の一部を 評議会の議を経て次のように 改Eする。
昭和37年1月26日 富山大学長 横田嘉右衛門
第 4条中「国 文学及び中国文学」を 「国文学jに改める。
付表中
「 専 攻 科 目 関 連 科 目 自由選択科目 12単位
0必 修 科 目 44単位 0必言
修
語学
科
概
目
論
2 単
2
位
単位 卒 業 論 文 10 単位国 国 語学概 論 2 単位
文 国 語学 各論 2 ,, 0次
選
の
択
科目
科
のうち
目から選
10単 択位する学 国 文 学 史 8 ,, 
及 国文学 各論 6 ,, び 国語国文学演習 8 ,, 中
国 中 国思想 史 4 庁
文 中 国 文 学史 2 ,, 
弓台...，与． 漢 文 講 読 8 ,, 
専 漢 文 演 習 2 ,, 21 ,, 12 ,, 攻 中国文学特殊講義 2 伊 6 舟
課 16 ,, 
程 考フ 2 ,, 2 ,, 
計 44単位 計 12単位
A巳S、 計 78単位 J 
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を
「 専 攻 科
0必 修 科 目
国 国 語 学概論
国語学特殊講義
文 国 文 学 史
国文学特殊講義
学 国 語 学 演習
国文学演習
専 国語学講読
国文学講読
攻 中 国思想 史
中 国 文 学 史
課 漢 文 講 読
中国語 講 読
程 漢 文 演 習
中国文学特殊講義
計
メEコ、 計
に改める。
目
4 6単位
2単位
4 ,, 
8 伊
8 ,, 
2 ,, 
4 ,, 
2 ,, 
2 ,, 
2 I'/' 
2 伊
4 I'/' 
2 /'J 
2 /'/' 
2 /'/ 
4 6単位
7 8単位
関 連 科 目
0必 修 科 目 2単位
言 語 学概論 2単位
0選 択 科 目 1 0単位
次 の科 目 のう ちから選択する
国 史 概説 4 単位
東洋史概説 2 庁
2 庁
2 庁
2 I'/' 
2 庁
2 か
ブラシス語講読 2 /'/' 
考古学及び民族学 2 /'J 
言十 12単位
,u.t. 宇
自由選択科目
卒 業 論 文
10単位
10単位
」
付表中「英文学専攻課程」 及び 「ドイツ文学専攻課程」の各関連 科目 の単位表中「 国文学 及び中国文学専攻科目Jを
「 国文学専攻 科目」に改める。
附則の次に次の附則を加える。
附 則（昭和37年1月26日改正）
この規程（改正）は昭和37年1月26日から実施し， 昭和36年10月 1日から適用する。 ただし， 適用目前から専門課程
に在学中のも のは従前 の規定による。
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薬学部長選挙
横田薬学部長学長就任に伴なう後任薬学部長選挙は1月
10日11時同学部で行なわれ， 中沖太七郎教授が当選 した。
学位取得者
取得 者 文理学部教授 高 瀬 重 雄
取得 学位 文学博士
取得年月日 昭和37年1月18日（論文通過日〉
学位論文 古代山岳信仰の史的考察
提出 大 学 京都大学
論文主査 教 授 小葉回 淳
・．．・、d“・・．．司、，、．－・．，町、，・・．．・＇＂開．，・
．
・・．，、．，・．．・、
日 誌
．，・．．，、，．、．・・..町.........，、，・．．・、，、．，・・．．、．．・、，...
｜本 郵i
1月10日 後援会役員会（職員ホーノレ〉
学部長懇談会
11日 事務協議会
12日 認定講習委員会
13日 補導協議会
18日 共済組合地区大会準備委員会
19日 入試管理 委員会
一般教育審議会
22～25日 共済組合監査（富山財務部）
25日 補導協議会
26日 評議会（第14回）
｜三竺竺竺｜
1月8 日 学部室内レクリェ－vョシ〈かるた会）
13日 学部室内レクリェ－ V'ョシ〈囲碁， 将棋）
17日 学部教授会
20 日 寮卒業者送別会
24日 文学 科文化部会
学部と寮生との懇談会
30日 全国文理学部長会議（於 埼玉大学）
｜教育学部｜
1月11日 昭和37年度編入学願書受付
12日 教務委員会
17日 補導委員会 教 授 会
22日 予算委員会
23日 教務委員会
昭和37年度編入学願書受付〆切
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1 月 8 日 授業開始
9日 人事教授会
11日 教務委員会，教授会（第17回〉
16日 職業補導委員会
22日 財務委員会
25日 北陸経済研究所常任委員会，教授会（第四回）
｜薬 学 部j
1月10日 薬学部長候補者選挙，教授会
16日 中沖学部長発令
17日 冬季休業終7，教授会
18日 授業開始
24日 教授会
30日 特別研究発表に関する 委員会
｜附属図書館｜
1月 8 日 文理学部分館移転について会計，施設の両課と
打ち 合せ会
20日 県図書館協会理事会（県立図書館）
24～ 25日 移転書架扱入
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大阪に卒業生を訪う
教育学部長 溝 上 茂 夫
教育学 部 の教官は富山県下 の教員を養成しているつもり
で教育し， 学生ももとより県下 の教職につくという目標 の
下に勉学に励んでいるはずである。しかし現実たるや極め
て厳しく，たまたま求人が為った ので，ここ数年間に 8名
の卒業生を北海道 の教育界に送り，一昨年秋には私自らこ
れを訪れて補導激励し，また内と外，縦と横と の連闘をつ
けてきた。
昨35年度においては大阪府・市から求められて9名 の卒
業生（内1名は会社 の心理学部門）を同地 の教育 界に送っ
た。そ の際1 年以内には必ず私が訪問するからと約してい
昭 和3 7年3月1日
た のであるが，今回学部教授会・職業補導 委員会 の議に基
いてこれが実現したわけである。 l富
私は厚生班主任 の斉藤茂男事務官を同伴し，1月26 ・7 I山
の両日をこれにあてた。ー聞は西区靭中通1丁目5番地l － 
の近畿富山会館を会場として集り，私は富 山 大 学・学部I�， 
の近況について語り，卒業生たちはひとり ひとり就職 後l学
今日に至るまで の経過，各自 の持っている公私 の問題，悩
みについて卒直に述べあい，私は懇ろに助言し，活力を与
えることにつとめたが，斉藤事務官は実に熱心に卒業生 のl第
指導に当った。共通 の問題は母校を遠く離れて友 の少いと
と，共通 の悩みはいわゆる附調査」に関する動き の中l ; 
にあっていかに身を処して行くかということであった。こ
れは若い教師にとって深刻な精神的負担となっている。非
常に元気づいてくれた のてe嬉かった。また衷心自重を望む
次第である。こ の会において，北日本新聞社大阪支社編集
部長伊藤新太郎氏，会館業務部長金井直之氏 の御好意にあ
づ、かった。また大阪市教育委員会 の給与課長増野大三郎氏
および桐山克己氏 の御好意に浴した。附属 の父兄で大 阪に
も工場をもっておられる武内プレス工業株式会社社長武内
宗八氏が卒業生全員を夕食にお招き下さったことに対して
深く感謝するも のである。
大阪には三十幾名 の大学卒業生がいる。今回 の訪問で彼
ら の大阪における活動 の基礎，母胎はできた。成否は継続
的努力いかんにかかっている。
私は教育学部は富山県を中心として，そ の上に東京と大
阪と北海道 の三ケ所にはそ の活動進出 の中心を持ち ，これ
を育成すべきであるが，学部を超え，各学部の単位 の上に大
学全体 の交り，更に広く県人先輩と の交友 の組織ができる
ようにと幻を描くも のである。
ケンブリッジのある日
工学 部教授 養 田 実
ケシプリァグといえばロツドシ の近くにある昔から有名
なOxfordとCambridge のあ のケシブリッジを連想するで
あろうが，ここでとりあげようとしている のはイギPスで
はなくてアメリカ の話である。
大西洋北岸 の都会Boston の隣 の 町 が Cambridgeであ
MITの
玄
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って出かけたあとだったのでやむを得ず初めの車で行ける
ところまで行ってみることにした。
Bostonの橋を渡って美しい High wayを東南に向って
突走る。彼等の生活の雑談をしながら走っていると間もな
く海岸に着いた。 Boston湾反対側の海水浴場Nantaske t
Beachである。
ナシタスケット海水浴場
る。 これはまたアメPカの古い歴史を物語って い る古都
Boston及びCambridgeでもある。
更にまたこの Cambridge には世界的に著名な大学がこ
うある。一つは世界ーの工科大 学といわれている。
Massachuset ts Inst itu te of Technol曙y即ち略称M. I.T.
として知られている大学 で， もう一つの名門として名高い
アメリカ最古の総合大 学Harvard Universityである。ど
ち らも私立であるが日本で言えば東大級の難関でもある。
M. I.Tは世界の尖端をゆくその学聞のレペノレと優秀な設備
と陣容とで日本にも広く紹介されている。Harvardも大き
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道路の両側には木造に白ペシキ塗の 海浜別荘がずらりと
立ち並んでいる。脱衣場も鉄筋で仲々立派である。然しど
ことなく日本のような騒々しさがなくて閑静な感じだ。街
を通り抜けて湾内の眺望のきく小高い丘の上まで乗り上げ
てそこで陽光を浴び ながら休息した。
裸ん坊も少しはいたが大勢ではなかった。この辺は
Na vy の膝元で今度の戦争では緊張したらしく砲台の跡も
残っている。
戻りに丘から降りて次の目的地に走ろうとした頃車の調
子がおかしくなった。何か金肩の当る音が聞えるのだがど
こか分らない。途中でどうかなったら厄介である。然しこ
の辺には修 理工場は全くない。困ったことになったが一策
を考えてガソリγスタシドで診させることにした。
ょうやく1個所探しあてることができた。ポパイのよう
なおやじが煙草のパイプをくわえながら中から出てきたの
で 事情を話した。私の想像していた後車輪のキャップでは
なかろうかという話もつけ加えたらポパイ氏は早速あち こ
ち点検しながら， やはりここだと云っていちり廻しどうに
か直してくれたらしい。金はいらないと云うから御礼にガ
ソ9＞＇を入れてチップを大きくはずんでおいた。
遠乗りでもあるしこの辺でトイレを使っておこうと思っ
て借りようとするとポパイ氏は私に向ってプレス， プレス
と答えた。 プレス（圧延〉工場にでも行けという意味なの
かと一瞬面喰ったが暫らくしてpleaseのつもりらしいこと
が分ったので奥に入ってお粗末な山小屋の共同施設のよう
な所で用を足した。
さて愈々勇躍出かけようと暫らく走っているうち に再び
妙な音が聞えて来た。さっぱり直つてはおらんようだ。こ
れでは遠乗りはおぼつかない。残念だが別の車を探すため
にCambridge に戻ろうとK君は自信を失ってもと来た道
を帰えることにしてしまった。
そして再び川を渡ってCambridgeの近くに着く頃にはど
（手前は
デヤールス河）
ハ ー バ ー
ド大学遠景
なスケーノレで特に under gra dua te の全寮制度とその立派
な寄宿舎の設備は到底日本では比較のしょうがない。大き
な素晴らしいピノレがいくつも立ち並んでいてどれも 学生寮
だと聞かされては驚かない人は少いだろう。ここを卒業し
た日本人もかなりいる筈だ。特に最近出来た高層ピノレの中
の豪華版はHarvard の自慢の設備である。 文 科関係， 博
物館なども有名であるが工学方面も新しい大規模な設備が
造られている。
M.J.TもHarvardもBostonの川を隔てた対岸にあるO
Bostonもそれ程の大都会ではないがCambridgeは更にそ
れよりも小さな町である。
私はM. I.Tのcontact.をとってあった先生に面会する予
定の前日が日曜で、あったので， 留 学生のK君と郊外ドライ
ブに出かけることにした。彼の車はFord だが痛ましし、く
らいにキズだらけである。ポンコツ屋にもってゆくつもり
だが替りが見つかるまでということで粘って使っているの
だが乗っていて恥しい程凹んだりゆがんだりしていて全く
ひどいものだ。それでもエシグシはどうにかかかるから乗
り廻すにはまず問題はない。この車は彼の先輩のA君が日
本に帰えるときに置いて行ったのを引き継いだものだ。
「暑いから海岸へ出たいな。出来ればケネディーの別荘
のあるHy.annis kこJと私が注文を出したら彼はHyannis
までは遠いからごの車では一寸自信がない。それにあそこ
は ケネディーが週末にきているとそこの住民以外は町の中
に入れないことになっているのだが……と多少波ったが私
の要望が強かったので， それではもう1台の車を管理して
いるので多分空いているだろうからと言って彼の友人の下
宿を尋ね廻った。ところがあてにした車は別の男が既に乗
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うしたわけか音も聞えなくなって車は頗る快調である。 皮 ｜ 気持で襟を正させるような所でも何んでもない。
肉なものだ。 こんなことならあのまま真直ぐHyannisに
向って走ってみればよかったものをと2人で残念がったこ
とだが， もろ時間も午後3時頃になって今からそこへ出か
けるには余りにも遅いと彼はボヤクので， 相談の結果それ
程遠くないConcordに行ってみることにした。海とは反対
の方向である。 Oak t reeの原始林のようなところを一筋
ポストシよりコシゴlドに至ゐ道
の舗装道路が延々と続いている。間もなくConcordに着い
たが何も特別なところではなかった。ここにはアメPカの
有名な小説家Hawthorne（その他EmersonやAlcottなど
も〉が住んでいた家がぽつんと一軒だけある。この家に観
覧料を払って他の観光客と混って家具， 調度品を見物して
から100米程離れたConcordの橋を見に行った。 特別ど
橋
うとIいうこともなし、。 巾10米程の沼川に木の橋がかかって
いるだけのことだ。橋の前後に石碑と銅像がある。ここが
アメリカにとって最も記念すべきイギリスとの独立戦争の
火蓋が切られた場所だ。米英両軍がこのちっぽけなJI!とも
去えぬような水溜りを挟んで対峠した状況を想像画の絵ハ
ガキで売っていた。今から187年前のことだ。これからア
メDカの歴史が始まる。 何んと若い国であろう。2,000年
近くの歴史の脈動を受け継いでいる我々日本と較べてなん
と呆気ない歴史ではないか。彼等には古い文豪も少い。だ
からHawthorneを大切に自慢にするわけだ。
それにしてもここは閑静そのものである。と云うよりも
誠にまた呆気ない史蹟でもある。大げさな記念碑もなけれ
ば特別な建物もない。ただの田舎である。 とんなところは
どこにでもある。ここに来てアメリカの独立を想い厳粛な
そうかと云って俗化して観光みやげにあふ れる盛り場と l 富
も全然違う。 これが本当の史蹟なのだろう。 その昔 ！ 山
Concord, Lexington の民兵達が結集して英国正規軍を撃 l － 
退させたのはこの青々とした緑の草原だ。そしてこの iハ
Concord川の水だ。今眼前にしている風景も187年前の姿1学
もそ のまま同 じではないか。 真の史蹟はこうでなければな
らない。
こんなことを感じながら oak tr憎の林の中の幾筋かの ｜ 第
道を g倒r change の要らない自動式大型ボロ寧のアクセ
ノレを踏んであてもなく， やたらと乗り廻しCambrid geに
」－/'\ 
戻った頃には日もとっぷりと暮れていた。 号
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